
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1 章 
富里市の現状と課題 

 

１．本市の概要     … 9 

２．本市を取り巻く社会情勢の変化  …12 

３．本市が抱えている課題   …25 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1 章では、本市の地勢や沿⾰に加え、前回の計画策定以降、本市を取り巻く状況が
どのように変わり、どのような課題を抱えているかについて整理します。 
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１．本市の概要 

 
（１）地勢 

本市は、千葉県の北総台地の中央に位置し、東京都心から東に約 50～60 ㎞圏、県都千葉

市からは東に 20km 圏に位置し、東は芝山町、西は酒々井町、南は八街市・山武市、北は成

田市に接し、東西約 10 ㎞、南北 11 ㎞、面積 53.88km2 を有しています。 

地勢は南北に分かれ、標高は約 40ｍ～50ｍの台地で、根木名川・高崎川などの源となっ

ており、肥沃な農地や自然環境の中で、首都圏近郊の優良な農業地域として発展していま

す。 

また、市の東側約 4km には日本の空の玄関口である成田空港があり、成田都市圏におけ

る住宅地の受け入れや産業の拡大を図るべき地域として大きな可能性とポテンシャルを有

した都市として期待されています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 本市の位置図 
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（２）沿革 

今から数万年前の旧石器時代や縄文時代の遺物が、東内野、南大溜袋、新橋、古囲、葉山

から発見されており、この地で人々が生活していたことが分かっています。 

また、古墳時代になると、この地域一帯に勢力をふるう豪族が現れ、「国造本紀」による

と富里は「印波国造・軽島豊明朝」が治めていたと記されており、鉄製の武具や須恵器群も

見つかっていることから、当時の富里は政治的にも軍事的にも重要な地域であったことが

うかがい知れます。 

江戸時代には、根木名川と高崎川に挟まれた台地には佐倉七牧の内野牧と高野牧が広が

り、幕府直轄の天領として馬が放牧され、毎年秋になると近隣の村人を使って馬を捕獲し

販売していました。また、根木名川流域の地域では、農間余業として薪炭の生産も盛んで

した。その後、明治維新の政変によって失職した武士などの対策として 1870 年(明治３年)

から入植、開墾が着手され、1875 年(明治８年)には大久保利通によって、下総牧羊場が開

設されましたが、その後、牧場用地が一般開放され、開墾によって広大な畑作地帯へと変

貌しました。 

1871年(明治４年)には廃藩置県により富里市域は印旛県

となり、1873 年(明治６年)には、千葉県に属することにな

りました。 

その後、行政区画や地方自治の制度が整えられ、1884 年

(明治 17 年)には、現在の富里を構成する 13 か村の連合が 

実現し、1889 年(明治 22 年)これら村々が一体となって、13 か村を意味する“十三”と、

豊かな郷土にとの願いをこめた“富”をかけて命名された「富里村」が誕生しました。発足

当時の世帯数は 801 戸、人口は 3,769 人でした。 

その後も豊かな農業地帯として発展を遂げてきましたが、1971 年(昭和 46 年)の東関道

富里ＩＣの開設や成田市における 1978 年(昭和 53 年)の新東京国際空港（現成田空港）開 

港、1979 年（昭和 54 年）の都市計画区域への編入などを

経て、産業の活性化と人口の流入により、ベットタウン的

位置付けを持ち、1985 年(昭和 60 年)に町制を施行、1990

年(平成２年)には首都圏近郊整備地帯に編入され、2002 年

(平成 14 年)には、人口 5 万人の都市として市制を施行しま

した。 

現在では、スイカ、人参は全国でも有数の産地として発

展し続けるとともに、様々な社会情勢を背景に、成田都市

圏の一翼を担う都市として大きく変貌しています。 

■下総御料牧場の牧舎 
（明治時代の建物） 

■ スイカ 

■ 東関東自動車道 
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（３）都市計画の状況 

本市は全域を都市計画区域に指定しており、計画的な市街化を図るため、

区域区分（市街化区域及び市街化調整区域の線引き）を定めています。 

また、その他の都市計画決定の状況は以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年10月4日現在

決定事項

約       479   ha

約　  4,909   ha

種 別 建ぺい率 容積率 面 積

第一種低層住居専用地域 50% 100% 約       249   ha

第一種中高層住居専用地域 60% 200% 約        4.0   ha

第一種住居地域 60% 200% 約　       86   ha

第二種住居地域 60% 200% 約　       23   ha

60% 200% 約　       13   ha

80% 200% 約　       10   ha

約　       23   ha

準工業地域 60% 200% 約　       39   ha

工業地域 60% 200% 約　      3.4   ha

工業専用地域 60% 200% 約　       52   ha

約       479   ha

約　    11.4   ha

約    13.150   ｍ

約　       14   ha

約       599   ha

約       479   ha

約　       41   ha

約　       58   ha

約　       55   ha

約　       28   ha

約　       19   ha

約　       19   ha

約　  5,388   ha

市街地
開発事業

地区計画

都市施設

合 計

小 計

地域地区

用
途
地
域

近隣商業地域

　生産緑地地区　（40地区）

　道路　　　　　　　 （6路線 ※交通広場1,860㎡を含む）

　公園　　　　　　 　（13ヶ所 ※総合:1ヶ所、近隣:2ヶ所、街区:10ヶ所）

富里第二工業団地地区　 　　  （工業地区：51.8ha   利便地区:3.4ha）

市施行　 　（2地区）

組合施行　（2地区）

七栄北新木戸地区　　　　　　　（住居複合:3.3ha  沿道サービス:2.8ha  商業:13.2ha）

七栄獅子穴地区　　　　　　　　 （沿道地区:1.8ha  低層住居地区:17.3ha）

市街化区域

市街化調整区域

都市計画区域

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

区域区分

種別

下水道
公共下水道（汚水）　（下水道事業認可区域の面積）

公共下水道（雨水）　（市街化区域の排水区面積）

土地区画
整理事業

七栄中木戸・西二本榎地区　　（沿道地区:7.0ha  低層住居地区:21.3ha）

■ 都市計画決定の状況 
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２．本市を取り巻く社会情勢の変化 

 
（１）人口減少や少子高齢化の進行 

本市の総人口は、2005 年の 51,370 人をピークに減少傾向に転じており、2045 年には

2015 年の 49,636 人に比べて 15,244 人（30.7％）減少することが予想されています。 

また、高齢化が急速に進行しており、2015 年で 25％、2045 年には 36％と約 3 人に 1

人が 65 歳以上の高齢者になることが予想されています。 

このような人口減少や少子高齢化が進行する社会においては、市民税等の歳入が減少す

る一方で、高齢者福祉に関する費用などが含まれる社会保障費等の民生費の増加、インフ

ラ施設の老朽化に伴う維持・更新費等の増加等が見込まれ、財政状況の悪化が懸念されま

す。 

 

■ 総人口及び高齢化率推移 

 
出典：1980 年～2015 年は国勢調査実績値、2020 年以降は「日本の地域別将来推計人口（2018.3 推計）」による推計値 

※年齢不詳は 1990 年～2015 年の国勢調査実績値のみ 
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（２）世帯構成の変化 

世帯構成では単身世帯や夫婦のみ世帯が増加している一方で、二世代・三世代世帯は大

幅に減少しています。更に高齢化の進行に伴って、高齢者の一人暮らしや高齢者のみの夫

婦世帯が増加し、健康や経済状況、孤独感などの不安を抱える世帯が増加することが懸念

されます。 

また、人口減少等に伴い、将来的な地域コミュニティの維持も問題になることから、世

帯構成の変化、多様化する住まい方へのニーズに対応した住環境を形成することが求めら

れます。また、空き家や空き地の増加に伴う都市のスポンジ化や防犯・防災上の危険性が

高くなることなども懸念されます。 

 

■ 類型別世帯の構成割合の推移 

 

出典：1985 年～2015 年国勢調査実績値 
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11.4%

13.4%
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52.3%

48.9%
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39.1%
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10.0%
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(S60)
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単身世帯 夫婦のみ世帯 二世代世帯 三世代世帯 その他世帯

⼦育て世代の声（2015 年市⺠意識調査より） 

● 緑が多く、⾃然環境に恵まれている中で⼦育てできるのは良い。 
● 狭い道が多く、⼦どもと歩いて⽣活していると危ないと感じることが多い。 
● 公園が古く、⼦どもが遊べる場所は少ないと感じる。 
● 保育園や幼稚園、⼦育て⽀援に関する制度が充実すると良い。 
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（３）交通量の増加に伴う慢性的な渋滞 

本市周辺では、東関道、圏央道、北千葉道路などの広域幹線道路の整備が図られ、首都圏

や千葉県内などへの広域的なアクセス性が向上しています。 

その一方で、国道 296 号や国道 409 号、県道成田両国線では通過交通と内々交通が混在

し慢性的な交通渋滞が発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：2015 年全国道路街路交通情勢調査 

※市道 01-008 号線、市道 01-009 号線は市の交通量調査（2015.11.2）、市道 01-010 号線は成田土木事務所調査結果を反映 

※図中の数字は「混雑度」を表している。 
混雑度とは道路の設計交通量に対する実際の交通量を⽰した指標であり、混雑度が 1 以下であれば混雑す
ることなく円滑に通⾏できる状況となる。 

■ 道路の混雑状況 
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（４）公共交通サービスの不便さ 

路線バスやさとバス、デマンド交通による公共

交通網が形成されていますが、公共交通が利用し

やすい地域は限られており、市民意識調査におけ

る満足度も低い傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：各交通事業者の路線図・時刻表等をもとに作成 

  

■ さとバス 

■ バス網 

凡　例

3-14本

15-29本

30-59本

60本以上

3-14本

15-29本

30-59本

60本以上

鉄道

道路

市街化区域

行政界

鉄道

道路

市街化区域

行政界

バスルート等バスルート等

1日の運行本数1日の運行本数
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（５）産業振興に向けたポテンシャルの向上 

本市の基幹産業であり、日本の食糧

供給を支えている農業では、就業者や

耕作面積が減少しており、今後の後継

者不足も懸念されています。 

一方で、富里スイカロードレース大

会（以下、「スイカロードレース大会」

という。）や富里すいかまつり（以下「す

いかまつり」という。）、スイカオーナ

ー制度などの取組を通じたスイカの産

地としての知名度は高まっており、富

里スイカに続く富里ブランドの確立や

６次産業化、販路拡大などによる農業

振興を図ることが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

工業では、富里工業団地、富里第二工業団地

の企業立地率が 100％と充足しているととも

に、商業では、富里ＩＣ周辺に大規模小売店舗

の集積が進んでおり、広域交通網を活かした

更なる地域活力の向上が望まれます。 

 

  

■ 経営耕地面積及び農業就業者の推移 

■ スイカロードレース大会 ■ スイカオーナー制度 

■ 富里第二工業団地 

出典：1995 年～2015 年農林業センサス 
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（６）地域固有の資源や文化の継承 

市街地周辺に広がる農地や斜面林は本市特有の貴重な自然空間であり、市民の誇りとな

っています。 

また、地域には馬のふるさとの地や旧岩﨑家末廣別邸など、歴史や文化にまつわる資源

が多く分布し、広域交通ネットワークの形成や成田空港の機能強化、2020 年の東京オリン

ピック・パラリンピックを契機とした交流人口の拡大を見据え、観光振興を図ることが望

まれます。 

 

 

■ 主な景観・観光資源の分布 
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（７）成田空港の機能強化等に伴う近隣市町との連携強化の必要性 

成田市や八街市、酒々井町をはじめとし

た周辺市町とは、通勤・通学などの日常的

な結びつきが強くなっています。 

このような中で、成田空港の機能強化等

を契機とした広域的な連携強化に向けた取

組が進められており、今後は各市町とも財

政的な課題を抱える中で、単独でのまちづ

くりだけでなく、広域連携による相互補完

も必要になると考えられます。 

 

■ 近隣市町間の通勤・通学流動推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：1995 年～2015 年国勢調査  

■ 2015 年近隣市町との通勤・通学流動 

出典：2015 年国勢調査 
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（８）市民ニーズの変化 

 ≪市への愛着や誇り≫ 

本市への愛着は、「強く感じている」

「どちらかといえば感じている」人の割

合が半数以上を占めており、緑が多く、

自然豊かであり、農産物が美味しいこと

や、成田空港・高速道路等の利便性が高

いことなどを誇りに感じています。 

 

 ≪生活環境に対する改善の重要度≫ 

2009 年と 2015 年に実施した市民意識調査を比較すると、教育文化に関する事項は、

比較的充実していると感じる人が多いことから、今後の改善に対する重要度は低下してい

ます。 

一方、観光客の誘致や観光資源の育成、農業の振興等の産業に関する事項は重要度が上

昇しているなど、市民が重要視する事項は変化してきており、こうした傾向も踏まえたま

ちづくりの方向性や事業の優先度を検討していくことが必要となっています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12.4%

41.3%
34.4%

7.0%
2.5% 2.4% 強く感じている

どちらかといえば感じている
あまり感じていない
まったく感じていない
わからない
不明

■ 市への愛着や誇りに関する意識 

出典：2015 年市民意識調査 

出典：2009 年・2015 年市民意識調査 

■生活環境に対する改善の重要度（2015 年調査結果と 2009 年調査からの重要度の変化） 

（2015 年調査の割合） 

（2009→2015 合計の増減の考え方） 

マイナス傾向：「充実している・改善した」と感じる人が増加した、またはニーズが低下した 

プラス傾向：「現状に不満を感じる」「今度重点的に取組んで欲しい」と感じる人が増加した 

重要
やや
重要

合計 重要
やや
重要

合計

①中央公民館や図書館などの生涯学習環境の充実 20.8％ 38.7％ 59.5％ 1.5％ 13.6％ 15.0％ -44.5

②地域の歴史や文化の保全、継承 10.9％ 30.7％ 41.6％ 1.2％ 11.1％ 12.3％ -29.3

③幼稚園など幼児教育環境の充実 33.3％ 32.8％ 66.1％ 3.5％ 15.8％ 19.3％ -46.8

④小中学校教育の内容や環境の充実 40.5％ 27.1％ 67.6％ 3.6％ 13.8％ 17.4％ -50.2

⑤スポーツ･レクリエーション活動の充実 9.4％ 31.1％ 40.5％ 2.1％ 5.9％ 8.0％ -32.5

⑥青少年健全育成活動の推進 18.5％ 32.8％ 51.3％ 1.4％ 6.1％ 7.5％ -43.8

⑦男女平等の意識づくり、女性の社会参加促進 10.8％ 28.3％ 39.1％ 15.0％ 39.4％ 54.5％ +15.4

⑧市民の国際交流や国内他地域との交流活動の推進 8.7％ 29.5％ 38.2％ 7.9％ 27.3％ 35.2％ -3.0

2009→2015
合計の増減

2009年調査における
重要・やや重要の割合

2015年調査における
重要・やや重要の割合

【教育文化】

15.0
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15.8 

13.8 
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6.1 

39.4 

27.3 

63.2

65.7

52.0

62.7

63.6

66.3

30.5

47.9

11.9

10.8

15.6

10.7

14.4

13.2

5.4

6.5

6.9

7.9

6.8

6.0

6.3

6.3

6.3

6.1

6.3

8.2

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 どちらともいえない

あまり重要でない 重要でない 不明
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（2015 年調査の割合） 

（2015 年調査の割合） 

重要
やや
重要

合計 重要
やや
重要

合計

①農業の振興 21.5％ 30.1％ 51.6％ 34.9％ 32.5％ 67.4％ +15.8

②企業誘致や中小企業への支援 17.6％ 28.5％ 46.1％ 34.6％ 33.7％ 68.3％ +22.2

③市内での買物の便利さや商業施設の充実 25.8％ 38.5％ 64.3％ 27.3％ 33.9％ 61.2％ -3.1

④観光客の誘致や観光資源の育成 10.9％ 21.3％ 32.2％ 42.3％ 31.3％ 73.6％ +41.4

⑤市民の雇用や就業環境の充実 28.5％ 34.9％ 63.4％ 25.9％ 39.3％ 65.2％ +1.8

2009年調査 2015年調査

2009→2015
合計の増減【産業】

重要
やや
重要

合計 重要
やや
重要

合計

①騒音・大気汚染・悪臭などの公害防止 29.7％ 40.4％ 70.1％ 37.9％ 31.3％ 69.2％ -0.9

②緑など自然環境の保全・育成 24.4％ 42.2％ 66.6％ 17.1％ 29.1％ 46.2％ -20.4

③ごみ処理の適正化、リサイクル活動の推進 32.7％ 40.2％ 72.9％ 14.9％ 31.1％ 46.0％ -26.9

④し尿・生活排水処理の充実 33.6％ 32.0％ 65.6％ 25.3％ 40.8％ 66.2％ +0.6

⑤地震・火災などの防災対策の充実 36.4％ 31.4％ 67.8％ 11.7％ 27.8％ 39.4％ -28.4

⑥犯罪・風紀などの防犯対策の充実 40.1％ 34.1％ 74.2％ 25.3％ 34.9％ 60.2％ -14.0

⑦交通安全等日常生活の安全対策の充実 31.9％ 35.5％ 67.4％ 25.9％ 39.3％ 65.1％ -2.3

【生活環境】

2009年調査 2015年調査

2009→2015
合計の増減

重要
やや
重要

合計 重要
やや
重要

合計

①地域における相互扶助の意識や福祉活動の充実 28.2％ 35.4％ 63.6％ 31.4％ 32.3％ 63.7％ +0.1

②保育園などの保育サービスや子育て支援の充実 35.8％ 31.9％ 67.7％ 34.7％ 30.3％ 65.0％ -2.7

③高齢者の生きがいづくりや介護の充実 43.1％ 31.5％ 74.6％ 9.3％ 27.8％ 37.0％ -37.6

④障害者に対する福祉の充実 34.3％ 32.5％ 66.8％ 10.8％ 30.9％ 41.8％ -25.0

⑤医療サービスや救急医療体制の充実 50.6％ 23.0％ 73.6％ 9.6％ 27.9％ 37.5％ -36.1

⑥各種検診や健康づくり活動の充実 21.5％ 30.1％ 51.6％ 6.2％ 25.2％ 31.4％ -20.2

⑦国民健康保険や年金などの社会保障の充実 50.6％ 23.0％ 73.6％ 20.5％ 37.0％ 57.5％ -16.1

2009年調査 2015年調査

2009→2015
合計の増減【健康・福祉】

（2015 年調査の割合） 

31.4

34.7

9.3

10.8

9.6

6.2

20.5

32.3 

30.3 

27.8 

30.9 

27.9 

25.2 

37.0 

26.4

25.3

47.6

44.8

47.7

51.6

30.9

0.7

5.9

8.2

8.4

8.9

9.3

9.4

9.3

9.5
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重要 やや重要 どちらともいえない

あまり重要でない 重要でない 不明

37.9
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25.3
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31.3 
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31.1 

40.8 

27.8 

34.9 

39.3 
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42.3
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23.8

43.3

30.5

25.3

7.0

8.7

9.0

9.2

7.8

8.3

8.6

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 どちらともいえない

あまり重要でない 重要でない 不明

出典：2009 年・2015 年市民意識調査 

（2009→2015 合計の増減の考え方） 

マイナス傾向：「充実している・改善した」と感じる人が増加した、またはニーズが低下した 

プラス傾向：「現状に不満を感じる」「今度重点的に取組んで欲しい」と感じる人が増加した 
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重要
やや
重要

合計 重要
やや
重要

合計

①市からの情報提供や協働のまちづくりの促進 13.5％ 31.8％ 45.3％ 32.5％ 36.8％ 69.3％ +24.0

②情報の公開 17.7％ 28.9％ 46.6％ 25.5％ 32.9％ 58.4％ +11.8

③各種行政サービスの充実や職員の対応 21.0％ 35.5％ 56.5％ 36.6％ 35.1％ 71.8％ +15.3

④近所付き合いなどのコミュニティの形成 10.3％ 29.7％ 40.0％ 21.5％ 30.1％ 51.6％ +11.6

⑤計画的で健全な行財政の運営 32.0％ 28.0％ 60.0％ 22.8％ 31.4％ 54.2％ -5.8

⑥近隣市町村との広域連携の推進 25.0％ 26.9％ 51.9％ 14.2％ 33.5％ 47.7％ -4.2

【行政・協働】

2009年調査 2015年調査

2009→2015
合計の増減

（2015 年調査の割合） 

（2015 年調査の割合） 

重要
やや
重要

合計 重要
やや
重要

合計

①計画的な市街地の整備 27.3％ 33.3％ 60.6％ 19.7％ 39.1％ 58.8％ -1.8

②身近な生活道路の整備 34.3％ 35.4％ 69.7％ 25.3％ 39.2％ 64.5％ -5.2

③国県道など幹線道路の整備 25.0％ 33.4％ 58.4％ 23.6％ 31.4％ 55.0％ -3.4

④バスなどの公共交通機関の便利さ 34.4％ 35.1％ 69.5％ 38.2％ 30.3％ 68.5％ -1.0

⑤上水道の整備 25.9％ 31.3％ 57.2％ 36.4％ 33.4％ 69.7％ +12.5

⑥雨水の排水対策の推進 24.5％ 32.6％ 57.1％ 28.3％ 34.2％ 62.5％ +5.4

⑦公園などの整備 14.9％ 32.7％ 47.6％ 26.2％ 35.7％ 61.9％ +14.3

【都市基盤】

2009年調査 2015年調査

2009→2015
合計の増減
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あまり重要でない 重要でない 不明

出典：2009 年・2015 年市民意識調査 

（2009→2015 合計の増減の考え方） 

マイナス傾向：「充実している・改善した」と感じる人が増加した、またはニーズが低下した 

プラス傾向：「現状に不満を感じる」「今度重点的に取組んで欲しい」と感じる人が増加した 
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（９）上位・関連計画における本市の位置付け 

県や本市の「総合計画」、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（成田都市計画）」

では、都市づくりについて以下のような方針が示されています。 

 

【千葉県総合計画「次世代への⾶躍 輝け︕ちば元気プラン」（2017 年 10 ⽉）】 
○成⽥空港の機能拡充による効果を受け⽌め、国内外の活⼒を呼び込み、県経済の活性化

にチャレンジするゾーンとする。 
○周辺地域と成⽥空港の共栄を⽬指して、空港周辺 9 市町（成⽥市、富⾥市、⾹取市、⼭

武市、栄町、神崎町、多古町、芝⼭町、横芝光町）、国及びＮＡＡと連携し、空港機能を
活⽤した地域振興を図る。 

○成⽥空港へのアクセスを強化する北千葉道路の印⻄・成⽥間をはじめ、圏央道と成⽥空
港を結ぶ国道 296 号や県道成⽥⼩⾒川⿅島港線などの整備を進める。 

○⼤消費地東京に近接し、成⽥空港を有する⽴地条件や、恵まれた⽣産環境を⽣かした⼒
強い農業産地として発展させるため、ニンジンやさつまいも、すいか、梨、落花⽣をは
じめとする農産物の⽣産⼒を強化するとともに、６次産業化や農商⼯連携などの促進に
よる⾼付加価値化、海外輸出を含めた販路拡⼤による産地競争⼒の強化を図り、農業、
内⽔⾯漁業、加⼯業、観光業が有機的に連携した新たな取組などによる地域産業の振興
を促進する。 

○空港機能の拡充や交通利便性
の向上の効果を、地域内だけで
なく本県全体の経済活性化に
つなげることを視野に、隣接す
る⾹取・東総ゾーンを含めた、
地域の観光資源の広域的連携
や⼀層の情報発信等により、増
加する外国⼈観光客も含め国
内外から訪れる⼈々を積極的
に地域に誘導し、県内各地への
回遊を促すほか、空港周辺や圏
央道沿線等への企業⽴地の促
進など、観光や産業振興など幅
広い分野で、⾏政、住⺠、企業
など地域が⼀体となって取り
組んでいくことが望まれる。 

  

■ 千葉県総合計画におけるゾーン区分 



第 1 章 富里市の現状と課題 

 

23 

序
章

第
1
章

第
2
章

第
3
章

第
4
章

資
料
編

富里市都市計画マスタープラン 

 

【富⾥市総合計画後期基本計画（2016 年 3 ⽉）】 
○まちづくりの基本理念 

みんなでつくる 笑顔あふれるまち・富⾥ 
市⺠のために  ⇒市⺠⼀⼈ひとりがいきいき⽣活する、笑顔あふれるまちづくり 
地域社会のために⇒市⺠と⾏政が協働で⽀えあう、温かみのある地域社会づくり 
都市のために  ⇒個性を活かして⾃⽴し、持続的に発展する都市づくり 

○将来像 

⼈と緑が調和し 未来を拓く臨空都市 とみさと 
○まちづくりの⽬標 

⽬標１︓⼿をつなぎ、みんなで⽬指す、明るく元気なまち 
 少⼦⾼齢化などによる福祉ニーズの多様化に、きめ細かく対応するためにも地域福祉ネットワ
ークやサービス体制の拡充に努めます。 
 また、多様化するニーズに対応するためにも分野を越えて連携しながら、すべての市⺠が安⼼
して、いきいきと暮らせる環境や⼦育てしやすい環境などを整えていくとともに、健康づくり・
医療体制の充実を図ります。 
⽬標２︓教えあい、みんなで学ぶ、⼼の豊かさと愛を育むまち 
 市⺠が学びあい、個性と⽂化を育むために、地域を中⼼とした⼦育てネットワークや市⺠の仕
事や趣味、⽣活に役⽴つ⽣涯学習、市⺠の健康と活⼒を⽀える⽣涯スポーツ、多⽂化共⽣などの
仕組みづくりに努めます。 
⽬標３︓みんなが活躍し、農・商・⼯がともに輝く活⼒あるまち 
 魅⼒ある農業や活気ある商⼯業を振興するため、⽣産性の向上、新たな担い⼿の確保や後継者

の育成を図り、地域⼒の向上に努めます。 

 さらに、農業や商⼯などを観光資源の⼀つとして、合わせて振興を図ります。 

 また、誰もが働け、働き続けられる就業環境づくりや市⺠を守る消費者⾏政の充実に努めます。 

⽬標４︓⼈と⾃然が調和し、安全安⼼なまち 
 快適な⽣活環境を守るため、豊かな⾃然環境を保全し、環境負荷の少ないまちづくりに努めま
す。 
 また、市⺠が安⼼できる地域社会を築くため、防災・消防救急体制や防犯・安全対策の充実に
努めます。 
⽬標５︓市⺠のこころをむすび、可能性を未来につなぐまち 
 快適な⽇常⽣活の⽀援と地域間の交流のため、公共交通をはじめとした交流基盤の整備促進・
拡充に努めます。 
 また、快適で魅⼒あるまちを創るために、⽣活を⽀えるライフラインや都市の潤いを保つ公園・
緑地の整備に努めます。 
⽬標６︓市⺠と⾏政の気持ちの共有による⾃⽴したまち 

市⺠と市が互いに理解しながら⽬的を共有し、市⺠相互及び市⺠と市の連携・協⼒によるまち 
づくりを⽬指すため、市⺠と市の協働の仕組みづくりを進めるとともに、安定した⾃治体経営の 
取り組みを進めます。 
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【成⽥都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の⽅針（2016 年 3 ⽉）】 
○⾼野地区、美沢地区等の計画的に整備された⼯業地については、産業構造の転換に配慮

しつつ、⼯業地として⽣産環境の維持・改善に努める。 
○旧岩﨑家末廣別邸周辺地区については、国登録有形⽂化財である旧岩﨑家末廣別邸を歴

史的公園として整備するとともに、公園と⼀体的な観光施設を整備し、景観の保全と地
域振興に寄与する⼟地利⽤を図る。 

○東関東⾃動⾞道富⾥ＩＣ周辺地区や既存の⼯業団地においては、圏央道や北千葉道路の
整備に伴う広域ネットワークの形成を踏まえ、産業系⼟地利⽤の計画的な誘導、集積を
図る。 

○七栄北新⽊⼾地区については、東関東⾃動⾞道富⾥ＩＣの北側に位置し、⼟地区画整理
事業により整備を進めている地区であるが、今後は地区計画の⽬標とする商業施設等を
主とした⼟地利⽤を進めるとともに、良好な住環境の形成を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■ 成田都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針付図 
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３．本市が抱えている課題 

 

本市を取り巻く環境は、近年大きく変化してきており、これらを踏まえたまちづくりを

進めていくためには、以下の６つの課題を解決していくことが必要です。 

 

     人口構造の変化に対応した持続可能なまちづくり 

取り巻く環境の変化 課題 解決に向けた方向性 

人口減少・ 

少子高齢化の進行 

●市街地の空洞

化対策と土地

利用コントロ

ール 

健全な行財政運営と持続可能なまちづくりに向け、

今後増加が見込まれる空き家等、既存ストックの活

用等によるコンパクトな都市の形成に向けた取組

が必要です。 

●高齢化社会へ

の対応 

健康で快適に暮らすことができるよう、福祉や医療

と連携したまちづくりを進めることが必要です。 

●次世代を担う

人材の確保 

若い世代、子育て世代のニーズを踏まえ、良好な子

育て環境や就業環境の維持・向上を図ることが必要

です。 

 

 

     公共交通ネットワークによる人や環境にやさしいまちづくり 

取り巻く環境の変化 課題 解決に向けた方向性 

自動車社会の更なる

加速と公共交通網の

縮小 

●環境負荷の 

低減 

過度な自動車への依存を脱却し、公共交通の利用促

進による環境にやさしいまちづくりが必要です。 

●交通移動手段

の確保 利用実態や利用者のニーズに合わせ、誰もが利用し

やすい環境と公共交通ネットワークを形成してい

くことが必要です。 

●次世代交通等

も含めた公共

交通のあり方

の検討 
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     都市基盤の維持・充実による暮らしやすいまちづくり 

取り巻く環境の変化 課題 解決に向けた方向性 

広域幹線道路の充実

(圏央道、北千葉道路

の延伸整備) 

●物流等の増加

に伴う交通渋

滞の解消 

広域幹線道路の充実等に合わせ、未整備となってい

る幹線道路、生活道路等の早期整備を図っていくこ

とが必要です。 

世帯構成の変化（単

身世帯や夫婦のみ世

帯の増加） 

●コミュニティ

の希薄化への

対応 

多世代の間の交流が可能な都市公園等の維持・充実

を図っていくことが必要です。 

インフラ施設の 

老朽化 

●バリアフリー

化への対応 

子どもから高齢者まで誰もが安全・安心に利用でき

る都市施設の整備を図っていくことが必要です。 

●インフラ施設

の適正な維持

管理 

インフラ施設の安全性、利便性の維持・向上に向け、

効率的な維持管理を図っていくことが必要です。 

 

 

     地域資源を活かした活力あるまちづくり 

取り巻く環境の変化 課題 解決に向けた方向性 

産業技術の進展によ

る物流社会の加速 

●農林業の 

担い手確保 

富里の農業をブランドとして確立し、６次産業化、

販路の拡大、後継者の育成などによる農林業の振興

が必要です。 

●加速する物流

への対応 

広域交通網を活かした新たな産業拠点の形成や企

業誘致、雇用の創出などによる地域振興が必要で

す。 

成田空港の機能強化

に向けた動き 

企業のニーズに対応した土地利用方針を定め、適切

にコントロールしていくことが必要です。 

●観光業の発展 

地域資源を活かした魅力づくりにより、外国人観光

客をはじめ多くの人々が交流する環境づくりが必

要です。 

 

  



第 1 章 富里市の現状と課題 

 

27 

序
章

第
1
章

第
2
章

第
3
章

第
4
章

資
料
編

富里市都市計画マスタープラン 

 

 

     災害に強く、安全・安心に暮らせるまちづくり 

取り巻く環境の変化 課題 解決に向けた方向性 

自然災害の多発 

●災害リスクへ

の備え 

市民、事業所等及び行政が一体となり、過去の災害

を教訓とした災害に強く、減災を目指したまちづく

りを進めていくことが必要です。 防災意識の高まり 

 

 

     協働による魅力あるまちづくり 

取り巻く環境の変化 課題 解決に向けた方向性 

市民ニーズの変化 

●協働による 

まちづくりの 

促進 

富里の持つ素晴らしさを市民、企業等と共有し、協

働のまちづくりによる地域コミュニティの活性化

を図っていくことが必要です。 

環境や景観への意識

の高まり 

●環境や景観へ

の配慮 

自然環境に配慮した環境負荷の少ないまちづくり

や、景観行政団体としての保全すべき景観に配慮し

たまちづくりが必要です。 

 

 

 


